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刄 大ニ生野、

　　

発行

福井県大野市役所

　

（総務課広報係）

電話（代）6－3600

　

夜間6－3601

印刷松浦印刷所

9
月
の
人
口
の
動
き

出生男29女24計53

死亡s・10・・・12，・・22

転入・・・118り30j・・248

転出べ24り17／／241

　

世帯9．324

人□45．359
男21．804
女23．555

お
も
な
こ
と
が
ら

【1面】△柚田大臣

お国入り△叫、・れ

人川削辺路完収△

乳牛6皿出品べし

Lヴタ録調トブヽ、・｜・で・’；1：

後は日夕4八

【2面】△療養費は

上兄ム優良赤ちゃ

ん友彰八米与のお

祝い△各随予防注

嚇日程

曙
噸
子
犬
づ
｛
‐
お
国
入
り

奥
越
ぶ
I
1
図
も
明
る
い
見
通
し

　

大野心の生んだ初の大臣、臨田通産

川は9月15口、晴れの郷上入りをされ

ました。

　

この口福井市で歓迎会をおえた人臣

一回14名は、打ち上げ佗火を合べにず

後4時10分京柘1大野駅前に到石、日の

叱の小？ICを子に二所通りをうずめた約

7卜人の人波の歓迎にこたえながら、

衣が代行進曲をかなでる有終南、四両

小学岐の鼓節隊を光導に市隠今回ム場

まで行在し、庁舎バルコニーで、巾、

斤‥工公議叫、後媛会から拉束が噌リさ

れました。

　

情ね略の大卜jはμム市長の歓迎のこ

とばに次いでΓ郷卜大野市の光ぼのた

めに令。りを弓したい。また奥越山源凹

允は見通しが明るい」と述べ、・市民一

同から柚田通叶人臣の竹

きい朗待がよせられています。

　

ついてf川にごの言民介同の人：況賀会

と、巾りノヤごの地・ジハミの訟淡会にそ

れそ乱出町した八日リJ々は、夜8時、

西咬、大士y、白口べ、バドウロの

万町からレブとし回ヤドゴミ場に叱紡し

たチョウ千こ、日鰯にこタこえ、パンザ「

八し。ザで／び」歓声は直言にこだまして

一72と色を添えました。

　

（勺豹は巾民の歓迎にごえる福田辿蛮

入卜卜川ミ、▽呂）JD）で。ド、巾庁介べ

・しコニーで）

乳牛など6頭を出品
第4回北陸4県連合畜産共進会

　

吊4川北睦41ふ上合会が帽｜心会は

l（：川2C川から22円までの3iにJ、今ぺ

人学千言対決レJに々柚1にt－す≒県

と占では、このに題公に出品する牛を

避。けこめ、9田川市役⑤てに滞Tりl

討公を）き、以外七次長らによってず

びのド牡、次のとおり出品寸ろ牢が人

まりました。

　

以刎本では乳牛10以、卵□5ガが丿

品されますがそのうち6引が竹トジご

選ばかた乙のです。

　　　　

（カツコ内は皿長者氏拘

第1部乳牛
祐】刎リ・Iしj″F’

七－ジ・’゛｀ニセニコビヘ！，ソ。丿万几O

’こムペふ・マゲム（川ト）

こ2じi祐丿ス≒。・，

コメ寸・ローズぐド据鳥堕ベーい

第2部和牛

”h！＜n腫雌牛

まつ忘る剛ヽず腿ビトFべげ白

飛2刎貯し

鵬づ汗両ド祉り汗）

佐（に黒≒個中六ヽ白

あなたの住民登録は？

実態調査にご協力を

　

ことしは／ジ民ぴ録法施行10叩Fに当

り、市ではりモ政び鉉の実態調査を10川

中句から日々うことになりましたので

皆さ人のご1りJをお噸いします。

　

この調たは皆さんの凹｜モの実態をつ

か、レご、正陥で円削力行吻‾jf殤に役ぺ

たせるものです。たとえば選予人名簿

の調製とか小らや人の予防注射の通知

々ど、すべてリミ民び録が仙礎となりま

す。調だが不ドけであれば皆さ人にご

迷惑をかけることになりますから、圧

政J7－ドが配巾されましたら、内容；こ

悶元い力心いかを確かめ、抑印の十、

々るべくりく防小阿嘱、Eはまで出して

ください。

　

卜民力－ドを白目［li．’ilO小川Uに、

｜田り回刳田川に咆布いたしますから

こ消丿Jください。

富田診療所を

三輪医院に委託
川から休診し皆さλ；こご迷惑をおか

けしていました、川口診か吋を、畷学｜巧

にミ輪心氏に尽託し、いよいよ10川

日から竹原をはじめます。

　

診療卜田

内科、ヅJF、循環器糾、肖暢科

　

（、冷壕はヅ四時から竹菱7時まで、ご

　

恚は剔）

西、東大月間

道路拡張完成

　　

ビ’、o、山ド、粂大1」線の1町、剣人

川r．l398／－トルの道路拡し工小は、

8ここに削22町円で？いl、このほど完

敗しました。

　

闘古刀はビヤi、中人川間を山協に

白っで萌川に辿ずる・R要石路で、これ

まで帽が2y－ト・してあったのが4●5メ

ートベごムげられたものです。昭則32

ヤ・：ぶこ、一、躬が改良され、これでjヽ人

コ・、円人川問価％が七戊しました。

　

万汲水引川の改修トじ吋して屯人川

から悩巾川釣問が改良される予定です

　

（町引は完火した叫、剣人月間沿路）

督促後の延滞金

は日歩4銭

税金は必らず納期限までに

　

さきの川会で脱法の改11ミが日なわれ

巾ト俯税の昭明か陥立されました。悦

金はあくまで

も自分でその

丿司を計算し

て、自目印こ

納めるのがた

てまえである

からですっ

必要々経賞は

めいめいが能

加こ心じてお

金を出しあっ

てゆくのが心

当の民］■V．義の姿であります。

▲次にこれまで納脱忖仇1後の延滞金

は日歩3銭の割合で計筧されていまし

たが、こんどの改正ではこわが日歩4

銭に改められました。なお硝人間日か

ら併促「1までの問の延滞金は、日歩2

銭で計算されます。

　

ことしは巾脱の収ノ、状況は作田に比

べて低くなってきております、脱会は

必らず期日までに納めて、無駄々延滞

金をなくするよう計画的々支に嗜七・え

ていただきたいものです。

市民税第3期分の納入は10月31日です

老令・母子●障害年金

の併給は10月から

　

年金法の改11ミで、ことし101］から。：G

族年金を受けている削こも、老7i、け

凡障害の払出。年金が支給されること

になりました。次のよう々削刳O目末

日までに市民騨で巾片Dごきをレこく

ださい。なお丁続きには、改正後の公

的年金証、りこが必要ですから、と、ず持Tかし

てください。

1、厚生年金や汚通恩給、扶助料が年

　

額2リ4千円以‾ドの場合

2、戦争関係の公務しの叩由によるj

　

的年金が甲額フリ円以ドの場合は、

　

それぞれの細までの昂癩が女給され

　

ます。

　

たとえば、叫通恩冶を年細1灯3F・円

支給されているむは、2リ4Γ・円から‘1

万3万円を引いたいJ・1丁・円、軍ノ、の血

昨年金を年額6川T円もらっている方

は、7Si円から6リ1万円を1いた9‾F円

の岫祉甲金が之祐されることに々つた

ものです。

36歌イ山など2点

市の指定文化財に

　

人野Iμ文化財保駿局は公は、9川8

日「占日ノ漕t款36歌仙」と「金塚狩佩

，’aプ＝」の2，試を杵しく占の帽ヒ財に

荷足しましたっ

　

36歌出tyから約300甲咄・、ぶ口公

乍心八公がリダぶこ々つだとき、j叉白の

下瞳率にある川巡回の水を｀飲八だとこ

ろりぐぺが々むつだので非常に心び、そ

の才パLに回米ぶこ寄進したものと伝え

られています。また会塚狩猟Iり文μは

yから約390午八時の隔心谷川堰

／浪丿合丿豺佃）ウドリこり・する甲心を免

除するヒいうことが書かれていて、当

叫の史実を珀るしに昂肘河狸にいえ

まレようっ

10月の天気予報

　

り始めは・⑤で汀ヨ線の：：j響でー一時ぐず

つくが、その後は侈勁性鳥竃しが通り

比較的ド≒の円かぷい。しかし朝晩は

？田バiい⊃えこむ日がある見込み。気

混はぐ肩ソフ・か鳥川（ヽドIE15．69C、

爪甲は17．5C）円：μ1は中年よりTレな

ド、日叩はやや多リ（すバ川55時間、昨

；によ115時間）

国
民
た
す
け
あ
い

共
同
募
金
に
ご
協
力

　

ことしJ）に、0y：介の円原緬は108j

円レレレ）、1001円から12日心忘で

たす：リ八ヽ辿勁がおこ々われます。昨

甲の八分総副は92り5Γ川て、このお

金は県内じ片丿気の尚々びがたや民間の

峠二卜よTjに言ふ々ごとに配分されます

　

肖クピドごは、印剔μ、人野荘、目

のンゾ、ヅ。；、う節図育、叫々どの兜設へ

j汁）せて204ij5r660円か廿うされま

した。古、まれこい7、たちのために瑕か

い号の叩回付二拡緋川ぎレ邑にこ叶佐匂

くださいっ

風見鶏

▼
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ん
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＋
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出
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’
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早期予防と保健活動を重点
療養費は上昇の傾向

　

閥民健康保険の4月～6月までの経過

によりますと、医療費は2丁535万円で

1ヵ月平均845万円となり、被傑険片（

28．551人）1人が細：／J295円を病気のた

めに使ったことになります。現在の状

況では、市が支払う医療費は年額5T

73万円と推定され、昨年の4千478ij円

に比べて約600巧円増加になり、これ

は昨甲の療養給付の内容改刄と、医療

費吊目の引き1こげによるものと思われ

ます。

　

受、よ細ま甲々上I。1，の傾向で、昨甲の

平均より約2％ふえ301となってtjり

ます。これは岐‰汽だり、が約3Uこ1

回の剖で医ごの、タドを受けだことに々

ります。

　

次に柄司引受診歓では一ぶ多いのが

かぜひき、へ八とう探炎、肋丸々ど呼

吸器系の病以て6．070件、次が爾の病

気で4、079什、次いでじん臓、肖腸病

盲腸などの消化和系の病気の3．558fi－

心臓、高血イ、低血圧の循環器系の病

気の1．578！”！－、眼疾、皮膚病、外傷の

町に々つており、なお神糾痛は9肝日

結核は14尽日と々つております。

　

市ではこれらの蜻囃から兇て今後似

飽聶勣に＝F点をおき、傑健婦が各家庭

に山向いて療養の指蝉や9川受診ある

いは部落健康座淡公などをおこない、

日常のy鮭術生に吋する心識の向丿北

疾病のリ・期予防に。町令をりす方針です

　

しかし□（的には一し・－・人が自分の

斗体を守る心がけがなくては十分な効

゛柚はえらおませ人。おりでが不卜な生活

を。凪ることのこいよう市のに飽行政に

？ヽ1するご月利とご協／Jをお願いします

優良赤ちゃんを表彰

　

体位は年々よくなる

　

ぷちや人コン。クール県予選を采ねた

乳幼り叶剔今は6月七から各地区でおこ

なわね、このほどなぱがまとまりまし

た。市内の麓州・06肋仙几りこにi

1．453＾、、そのうち検、珍を受けた尽か

1．152ノ、で々りl率80％というこれまで

に々いよい威望でした。

　

休0：も甲々ド引こしてきており、禅準

以ヅ）方が370がご似細）32．5ら、片

jjが465’Aて40％。暢章以下は317ヤJ

27．4％と々つております。栄藍航なご

は母乳が677名でS8．696、混合が302名

で26．1％、人工乳は173名で15．2％と

なっています。

　

市では、発育良好で病気にかかった

ことがなく、身長、体‾ぐR、精神発達と

もに標準以上で、予防接哺、離乳法が

完企におこなわれている20名の示ちや

人を9月6日に表・おいたしましたっ

　

（万頃は賞品を1にμびのおかあさん

　

達）

百日せき、ヂフテリア

予防接種日程

　

該1片

で、36乍5月山から37乍41レミまでの

　

レ十に

ロ、それ以此の出生ぐご岬づl疫が終

　

つていこい行

・ヽ、昨年中にロ］乾竹ミが終；）、ことし

　

まだ川川もう：十てい々いに

　

lO’J8日ド玉出友ぐ

9口上口ミ／／

z／阪谷〃

10日大野公民館

11日〃

日日富田出帳叫

12日五簡出張勉ド打波紋。

　　　

五簡診療所

時刻はいずれも午後1時から2時まで、

手数料は50円。

小児マヒ予防接種日程

　

吋象行

イ、昭和36n：iO月田から昭和37甲3月

　

3田までの出生の汽゜

ロ、昭和37甲4川中に2i・・□を接哩した

　

行

ハ、その他希望行

10り22日午後1時～2竹ト几出張イ

　　

22〃乱川〃

　　

23／z上申〃

　　

23〃阪谷・〃

　　

24、25〃大野公民館

　　

25z・五簡出張所外2ヵ所

手数料は‰迎者の噺俳によって次の通

り定められています

　

A271円、B68円、C無料

目の愛護デー

　

10川O目は日の愛、匹デ一ですが、人

野猷力障害行柚祉協公では、｜澗弘会の

哨ぺ3ov，in－－に当るので、10M7日午渋

10時から応阿かで物故会はの追悼会を

営み、午後2時から篠唯剛士で第2！・Iリ

の祈願式を行いますので一般の参りを

望んでいます。

　

なお院幻に叩占のふるぴは、その樅

度によって1級から6批まで分けられ身

体障害・行手帳が交付され、身体障吉行

咄罷法で援護が受けられますから、恥

哨の方は巾囁團ブ1協叫またはト開公に

ご帆僕ください。

故松田、多田両市議の

ご追福を祈ります

　

市議会議はとして市政進展のた

めに活躍された松田京松氏（60）は

9月口口高血口モで急死され、また

円ザンで療養中の多田忠直氏（54）

も薬石効なく9川13日になくなら

れました。ここに両氏の生前のご

功績をたたえ騨んでご迫41随お祈

り申しJIげます。

米寿のふヽ祝い

　

9月14川老人の日の：白1に占友さん

は、ことレ引jを迎えられる山崎よし

さん（消火下）ら15Zの、リ々を訪回し

長廿のお祝いを述べ址含品を叫って川

ごろの片万を慰めました。市内の岫鳥

齢行は％歳の南部ふくさん（二界ド）

で、88歳以。しの万は57yi（リn7、な40

）です。

（‘り：頁は：吋ぴの桑原良江さ人）

　

第1回大野市相撲大会

個人優勝は中谷さん

　

第1川人野巾俐僕人会は、9月23日熊

野紳社境内で阿なわれ、熱戦のすえ一

般は五簡、中学校は尚徳がそれぞれ峻

勝しました。

　

この大会は初めてのこころみであり

午的中は中学校の学校対抗リーグ幟と

学年剛の個人戦が行なわれ、トjl休幟で

は□㈲丿徳、2仁引用祉ミ、3位有中、個人

吸は1年生か畑山和美（尚徳）2年生松

匿i血（尚徳）3年生は由崎張や（有中）

さ入らがそれぞれlp2となりました。

午後は一般の地≧く剔討抗のりーグ戦と

佃ん戦が行なわれ、トji休幟の1位はli．

簡地区、2位大野地区、3位・心田地区、

佃人、戦1位中谷日出メミ（km）2位心川昭

二（ノ、：ii’r－）3f、y乾峯Im｛［（liM）さλでした

　

第7回県縦走駅伝近ずく

当市から2チーム参加

　

第7N＾vi井県縦走駅伝は、10り7日

午前9時3G分武生占没叫前を出允し、

午後零時半ころ人野巾を通過の予心で

す。出場選1のご健闘と皆さまのご山

桜をお願いします。

　

この駅公は武生～福井～大ミ野～特山

～県庁間101．5キロメート・レを、15Z

の選丁でリレーされるもので、人：野巾

からは一般。人乱の2チームが出湯し

ます9

　

T後零時半ごろには8罵走河‘がふ川ミ

雨酒から水落、二番を通ってイにノ汀j

で9刄ど行に々ツチされ、ミ乃を姐っ

て陶山仁心を辿jすることに々つてい

ます。

杉苗の申し込みを早く

　

市が昨；｜ミからはじめた杉函の育i’i’i’；’＜

桔は噸調で、こヒしは約34リぬの良貨

の由行き菌（3年生）が宝心され。その

うち7人体を示琳と蔵十の外仰収

週休に哨林します。

　

残り27阿私を町圃より心くぉわ；すし

ますから、ご尽り佞）与は10

川木までに林防叩もしくは

各μ休細合まで巾し込人で

ください。

　

なお県では、ことし特に

叱附11」でおこ々われた令川

植樹9を記念して造林哺助

率を昨年より引きllげられ

ます。

　

」片さ人も、この賎会に一

4ヽJでも多く消林されること

をお奨めしますウ

秋季大掃除実施日程

10田1～16日清沌、清忙LI．2、消

　

水ド、亀山上●ド、水落1．2

10田3～18日一冊1こ．iヽこイ－ffrJ－．．下

　

ズ游－上．下、四爪にド

10田8～29日凡作JI．ド、、りソド、

　

じ間、人和、末上、神明ド

10川9～25日神肝μ、・日の出、神明

　

」．よ2、神明中、横に．下、皿叫．咀

10i］24～29川篠氷上、昭印．篠けド

　

存日3．4．5のI、5の2

10川27日～1川1日作田．2、篠座中

　

存日野

狂犬病予防注射
10ill7日午後人野貨物吋

　　

18日終日人野栄他叫

　　

19日’卜後旧巾Q術前

　　

20日午前唯林行政

　　

22日終「1下中出張」

　　

23日午前中休農恥町

　　

”午後乱田出張叫

　　

25日午前」］ミ占分校

　　

”午後」川モ出張叫

　　

30川午前小由出張所

　　

”午後乾側出張叫

日川4日9～10時阪谷松似

　　

”10～2時阪谷出張叫

　　

”5～4時六丿帥

　　

6日午前中／卵吊訃二．ダ

　　

”午後円玉刎回帽丿

汗射済票交付丁駄料30円

片射料150べ

新呪び録手数料は500円

絹訟難法

第3回青少年映画鑑賞会

ぽi7li’i－，ii；8il＾30vt亀山率で

県民手帖の申し込み

10j」151】まで畑l課へ

大野勝山親善体育大会

IC川21日イf終中学なご

調理士試験実施

　

受付目10jH5川～26ii

　

講押公11月5川～15日

　

試験日11川18日大野呂吋づ

　

手数料受講料500円受験料500円

詳細は人：野栄健ヅヘおたずねください

アホナコ・フチャノ

あほなこっちや／

　　　

食欲の秋

Dヽンクの修理が多く々りまし

たj

　　　　　　　

－イ1転鴨！ト

精密検査、間接撮影の日程

IC円3日9．00～11．00長命湯前

　　

5日12．30～16．00大野織布前

　　

4日9．00～10．30乾側小学校前

　　

4日10．30～12．00水ぷ：尾崎

　　　　　　

鉄に呵示

　　

4日15．00～16．00仁どうろ二

　　　　　　

爵角

　　

8日9．00～□．50曙八・μ会館

　　

8川13．00～16．00由玉児硲公園

　　

9日9．00～10．30尾巾役所的

　　

9日10．30～12’00小山巴肪yス

　　

9日13．00～16．00人野貨物仁

　　

10日9．00～11．00浄拘寺前

　　

10日12．30～16．00下申出張叫

　　

日口9．00～10．00下黒谷F

　　　　　　

藤ク、八郎宅前

　　

口川10．3C～12．00深井糾け1土

　　

日日13．00～15．30小山出張叫

　　

12日9．00～1つ．00中刻靫砥

　　　　　　

．・ご宅叶

　　

！2日10．30～12．00［り山抑五島

　　　　　　

丿、蔵宅萌

　　

12日13．00～16．001］｛出張叫

　　

13川9．00～川．50本の桜町政

　　

15川9．00～10．00／悩り几r政

　　

15口10．30～12．00な抑㈲ふ’陪f

　　

15口13．00～16．00山｜モ児・’l＜－公園

　　

16日9．00～10．00松（

　　

16日10．00～12．00阪谷出恨叫前

　　

16日13．00～15．00乱川政他

　　

16口15．OG～16．00．柴たばこ耕

　　　　　　

作細介

　　

17日9．30～10．30／ぶi出張㈹y

　　

l7日11．00～12．00上打波政

　　

17日13．00～13．30下打波咬

　　

17日14．00～16．00上椎野

　　　　　　

縁由静宅前

　

ことしまだレントゲン搬影を受けてい

　

ないびは、かならずこの機会に受けて

　

ください．

ぼ
く
滅
し
よ
う
密
造
酒

　

こ
ヒ
し
も
咬
作
で
あ
ち
こ
ち
鎮
守
の
森
か

ら
以
気
の
よ
い
七
鼓
の
八
［
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
こ
の
時
間
に
な
る
と
ド
ブ
ロ
ク
が
か
な

り
多
く
出
回
り
ま
す
が
、
ド
ブ
ロ
ク
は
L
へ
命

を
縮
め
る
恐
ろ
し
い
液
体
で
す
。

　

‐
へ
野
税
務
署
で
は
こ
の
恐
ろ
し
い
家
造
泗

を
な
く
す
る
た
め
、
七
る
十
月
一
。
十
一
目
か

ら
～
十
日
ま
で
を
「
や
み
酒
を
な
く
す
る
運

動
陶
間
」
と
き
め
、
い
ろ
い
ろ
々
‐
巾
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
趣
旨
を
ト
分
く

み
と
ら
れ
て
、
家
造
酒
ぽ
く
滅
辿
動
が
人
き

く
実
を
結
ぶ
よ
う
、
ご
協
幻
を
お
噸
い
い
た

し
ま
す
。
（
大
野
税
務
X
）

郵
便
貯
金
は
住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
る
原
動
力

　

皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
郵
便

貯
金
は
、
明
治
八
年
創
業
以
来
こ
と
し
で
八

ト
八
年
日
を
迎
え
、
令
国
民
か
ら
米
抒
を
祝

福
さ
れ
て
い
ま
す
。
碩
金
高
も
一
兆
四
千
億

と
膨
に
べ
な
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
頂
金
額
は
心
筏
皆
さ
ん
の
家
庭
経
済

を
安
定
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
大
職
竹
の
資

金
連
川
部
を
通
じ
て
郷
L
の
発
展
の
た
め
に

尺
変
安
い
利
息
で
迷
比
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

（
当
巾
で
も
学
咬
建
設
、
水
道
事
業
等
の
費

川
と
し
て
片
Γ
。
。
。
百
六
十
六
万
円
の
融
資
を

受
け
て
お
り
ま
す
）

　

万
暖
こ
の
資
金
の
川
㈲
を
は
が
る
た
め
「

什
み
よ
い
郡
上
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運

動
」
が
全
川
的
に
目
肢
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
二
重
の
り
陥
を
も
た
ら
す
郵

便
貯
金
に
ご
理
解
を
た
ま
わ
り
、
い
の
係
は

が
ま
い
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
」
マ
よ
う
お
閥
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
郵
使
い
）
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